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佐藤てつや事務所皆さんの声、ぜひお聞かせください! 〒963-8862 郡山市菜根三丁目39-7
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　花の便りに心弾ませる季節となりました。皆様にはお変わりなく
お過ごしでしょうか。さて、先月閉会しました令和7年度2月県議会
定例会で初めて、会派を代表して計17問の追加代表質問を行い
ました。今回は、その中から3つの質問についてご紹介します。ぜひ
ご一読ください。
 　“佐藤てつや”は昨年11月から福島県議会
福祉公安委員会の副委員長を、自民党福島県
連では政務調査会の副会長をそれぞれ拝命
いたしました。責任ある立場として、福島県が抱え
る諸課題の解決に全力で取り組んでまいります。
加えて、皆様の抱えているお悩みごとにも一つ
ひとつ解決するべく精進して参ります。
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佐藤てつや
誰もが誇れる“ふるさと”の創造

福島県議会議員

福島県議会における佐藤てつやの質問と解説

Q

A

知事に答弁いただいた質問です。
民間シンクタンクが県立高校の
2年生を対象に実施した進路や
将来に関する調査で、27.5％の生徒
が県内企業を「一つも知らない」と
回答しました。若者の定住促進には、
地元に就職してもらうことが重要。
そのためには、県内企業で働く
魅力を若者に広く伝えていくことが
欠かせないと考えます。

県内企業の情報をより効果的に
発信できるよう「感動!ふくしまプロ

ジェクト」のポータルサイトのリニューアル
他、SNSの公式アカウントを新設し、
若者に興味関心を深めてもらう仕組み
を充実させ、県内就職に向けた情報発
信を更に強化してまいります。
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Point!

「ふくしま」魅力創
造計画インターン生による

活動報告会

平成18年

平成21年

平成23年

平成23年

平成26年

令和4年

郡山市立薫小学校
父母と教師の会会長（平成22年まで）

郡山市PTA連合会副会長

郡山市立郡山第一中学校PTA会長

郡山市議会議員（連続3期）

福島県立安積黎明高等学校PTA会長

福島県議会議員（2期目）

◆政務調査会 副会長
◆福祉公安委員会 副委員長

郡山市鶴見坦出身
郡山市立薫小学校卒業
郡山市立郡山第一中学校卒業
福島県立郡山高等学校卒業
工学院大学専門学校
夜間部建築科研究課程卒業

●趣味／音楽・演劇鑑賞、スポーツ観戦、キャンプ
●特徴／身長180cm、常にパワー全開！元気一番！
　　　　妻、ネコ2匹と暮らしている。

その他の
質問

知事は、若者の県内就職に
向けた情報発信にどのように

取り組んでいくのか。

佐藤てつや
プロフィール

昭和43年
4月19日生まれ。

追加代表質問の様子 3月25日、福島第一原子力発電所を視察し、廃炉の進捗状況と課題を確認しました。

今後とも、“佐藤てつや”への変わらぬ
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

人口減少対策について

Q
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障がいのある方々にとって、歯科・
口腔の健康は単なる虫歯治療の
問題ではなく、誤嚥性肺炎の予防、
栄養状態の維持、全身疾患の重症
化防止など、生命と生活の質に直結
する重要な課題であり、障がい者
歯科医療の体制整備は、広域的な
調整機能を持つ都道府県の役割が
極めて重要であると考えます。

現在、障がい者等の歯科診療
体制の現状や課題等を把握す

るため、県歯科医師会と連携し実態
調査を実施しており、新年度は障が
い者等の診療体制のあり方検討や
適切な口腔ケアの啓発などを行って
まいります。

て
つ
や
の
解
説

Point!

県は、障がい者など配慮の必要
な人に対する歯科保健医療対策

にどのように取り組んでいくのか。

障がい者などへの
医療支援について

Q

A

近年、SNSの利用拡大や生成AIの
普及により、子どもたちを取り巻く
情報環境は急速に変化しています。
そのような中、未成年のインターネット
使用を規制する動きが広がっています
が、規制するより情報モラル教育の
質の充実がこれまで以上に重要に
なっていると私は考えます。特に、
生成AIの活用が広がる今日において
は、「正しく使う力」だけでなく、「主体
的に判断する力」「責任ある発言を
伴う力」を育てる教育が必要です。

ふくしま情報モラル診断などを活用
し、教員が児童生徒の情報倫理に

関する基礎知識等の習得状況を確認し
ながら、児童生徒が被害者にも加害者に
もならない正しい判断力と危機回避など、
適切に行動できる力を身に付けられるよう
取り組んでまいります。
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県教育委員会は、公立学校に
おける情報モラル教育にどの

ように取り組んでいるのか。

情報モラル教育について

　4月5日、学生の皆さんと地域の魅力や課題に
ついて話し合いました！佐藤てつや事務所のイン
ターン生9名から「まちづくり・教育・公安など」に
ついて発表いただき、その内容を学生の皆さんと
ディスカッションさせていただきました。

●人口減少対策について
●避難地域への移住・定住について
●F-REIについて

●プロスポーツと連携した地域活性化について
●県際地域等の振興について
●災害に強い県づくりについて

●防災について
●公共交通に係る人材の確保について
●外国人住民との秩序ある共生について

●AIの活用について
●学力向上について
●探究的な学びの推進について

●部活動の充実について
●個別の教育支援計画について

役職が変わりました！

追加代表質問の様子

「追加代表質問」とは…会派を代表して行う質問で、県政に対する一般的
事項をただすことも可能な、福島県議会独自の形式です。議案に対する代表
質問を補完する形で行われ、一般質問より10分長く質問ができます。

インターン生と福島県警察本部を視察

魅力的で誰もが住みたいと思う
“まち”を目指して。

会派を代表して
追加質問を
行いました。

令和7年度
2月県議会定例会で


